
2025年末までの
方針 大項目 小項目 タイミング 優先度 推進体制

費用・資金調
達 作成担当案 想定関係者

目的の明確化、継続する事の価値
（ASPJ側・参加者側）の明文化

対象者の定義、参加者のルールな
ど、利用者の居場所として皆が気
持ちよく参加できるルールを明文
化し、参加者に共有する。その後
は、いつでも誰でもみられるよう
に格納場所を共有。

参加者の満足度を集約して分析す
る

運営マニュアルは、GRANTへ依頼

2023年度 ●鈴木仁美さん
土屋光子さん

現状維持 目的の明確化、継続する価値は何か（誰にとってどんな価値かを言葉に
する）、現状の運営で困っていることの洗い出し。参加してよかったと
いう人の「共感ポイント」はどこにあるか？アンケートを実施してもよ
いのではないか。いつ参加しても同じ満足度になるように運営を安定さ
せる。
参加者のアンケートや声から、共感、発見、安心などキーワード出しを
行い、期待を裏切らない。

※このコミュニティサイトは「クローズド」のため、会員数が増える

ことで社会的インパクトを起こす可能性は低く、参加者が増えること

のトラブルを回避できるだけの体力をつけてから、利用者増、アプリ

開発を検討してもよいのでは？

アプリ開発をするなら、アプリの機能や役割を明確にしてからにしな

いと、負債になるので注意。

サイト内マネージャー設置、利用
者分析開始、安定運用ができるか
PDCAを回す

2024年度

24年度踏まえて再構築・リニュー
アルを目指す

2025年度

継続することの価値（ASPJ側、参
加者側）の明文化、運営マニュア
ルの整備、参加者の満足度の調
査、資金の流れ（ウィッグプレゼ
ントへの活用）の見える化。

運営マニュアルはGRANTへ依頼。

2023年度 目的の明確化、継続する価値は何か（誰にとってどんな価値かを
言葉にする）、現状の運営で困っていることの洗い出し。参加者
にアンケートなどを行い、満足度を調査し、必要なら改善を行
う。
いつ参加しても同じ満足度になるように運営を安定させる。

オンラインサロンとウィッグプレゼントの関係性を組織内外へ明
確にし、特に参加者にとって透明性のある費用の活用をしている
ことを明確にする。

当事者以外も参加できるオンライ
ンイベント、多団体とのコラボイ
ベント着手。23年に運営面が落ち
着いたら、参加者を増やすための
活動開始。参加者300人を目指す

2024年～2025
年度

ウィッグコンシェルジュのノウハ
ウを整理し、23年度中に担当者の
みで運営を目指す。
目的の明確化、なぜ、何のために
プレゼントをするのか？継続する
ことの価値（ASPJと参加者それぞ
れの視点）は何かを明文化する。
参加者にとって、このプレゼント
を境に気持ちに変化があるか？追
いかけて効果測定を行う。

運営マニュアルはGRANTへ依頼。

2023年度 オンラインサロン担当者との連携が必要。

ウィッグコンシェルジュ育成準備は、サロン運営とは別途で進
行。

ウィッグコンシェルジュ育成準備
開始、ウィッグ以外のアイテムの
認知度をSNSも活用して向上させ
る

2024年度

ウィッグコンシェルジュ育成、オ
ンラインサロン費用からプレゼン
トを月に3名を目指す

2025年度

インスタをベースに、Twitterをダ
イジェスト版とし、運用開始。
テーマを決め、定期的な発信で、
ASPJの活動を見える化し、認知度
を向上させる。運営の仕組み化、
担当者を複数に。2年間でフォロ
ワー1万人を目指す。テーマに対す
る反応の有無を検証。

2023年~2024
年度

必要なし

1万人のフォロワーをASPJの活動
の支援者へ繋げていく。インスタ
広告なども視野に。

2025年度

現在の取組み内容の可視化 相談者の属性や相談内容、アセス
メント手法

2023年度

 運営の仕組み化 アセスメントや相談手法の定型化
と共有化

2024年度

 伴奏型支援のトライアル メンバーの人材育成、外部団体等
との連携強化

2025年度

必要な役割を洗い出し、どのメン
バーがどの部分を担うか決める。

2023年1月ま
で

必須 ウィッグ試着交流会でもウィッグコンシェルジュ必要か（杉山さ
ん）

運営手順のマニュアルを作る。 2023年6月ま
で

できれば

その後、メンバーにマニュアルに
基づいてタスクを担ってもらい、
運営方法やマニュアル記載方法等
の改善を図る。

2024年度

次期リーダー役を担うメンバーが
自信を持って活躍できるよう体験
を積む機会を確保

2023年度

全体を通じてメンバーが担うタス
クの割合を増やし、土屋さん不在
の状況をつくり、次期リーダーが
主体的にリーダーシップをとる機
会を確保

2024年度

次期リーダーによる実施体制のス
タート

2025年度

東京以外の地域で実施チームを組
成する

2024年度 基本情報シートによると関東関西2拠点事業所が想定されている
が体制構築可能か

東京、関東、大阪、東北、九州等
の各地で年２回の開催を目指す

2025年度

方針策定 コンセプトを整理（何のために、
誰に、いつ、何を、どこで、どの
ように）し、必要作業の洗い出し
と計画への落とし込み

2023年度 高

主に土屋さん

ピアサポートに協力いただける心
理士の確保

2024年度

ピアサポーターに必要なスキル定
義、育成教材の検討・準備

2024年度

ピアサポートのトライアル実施お
よび評価

2024年度

ピアサポーター候補の募集 2024年度

ピアサポート事業の運用開始 2025年度

ピアサポーター育成プログラム開
始

2025年度

備考

基本方針 重点施策/事業計画

主な活動

当事者サ

ポート

コミュニティサ
イト運営

東京以外の地域を含めた多拠点化

現行

新規

ピアサポート事業準備

ピアサポート事業の開始

一色

一色

個別相談

撮影会・ウィッ
グ試着会

ピアサポート ●23年中に方針
を具体化
●24年にはピア
サポート、専門
家連携のトライ
アル
●就労支援、居
場所づくりは、
他の活動との優
先順位を踏まえ
検討

●23年中に運営

マニュアルを

整備

→GRANTへ依

頼しましょ

う。

マニュアル作成

次期リーダーによる運営体制構築

SNS運営 SNSの運営体制構築。オウンドメ
ディアとしての活用。

高 1万人のフォロワーをASPJの活動の支援者へ繋げていく。インス
タ広告なども視野に。
週1回または隔週ペースでアップ。まずは6カ月の計画を立てる。
インスタとTwitterは同じ内容でアップする。3か月運用してPDCA
を回す。運営にあたり、個人情報の扱いルールを決める。

宇都宮

コミュニティサイト、各種交流会
の目的や狙い、対象者の定義や、
参加上のルールを明確にする。

※誰でも同じ言葉でこの活動を話
せる状態を目指す

参加者から見
た「現状維
持」とし、大
きな改変は25
年度以降に持
ち越ししては
どうか

宇都宮

定期交流会（オ
ンライン）

オンライン交流会の目的や狙い、
対象者の定義や、参加上のルール
を明確にし、運営体制を構築す
る。

組織内外へ資金の流れの見える化

高 オンラインサロ
ン月額500円参
加者　3年後に
300人（500円×
300＝150,000/
月　1,800,000
円/年）この費
用を子どもへの
ウィッグプレゼ
ント、ウィッグ
コンシェルジュ
育成に充てる。

宇都宮

高

宇都宮

子どもへの
ウィッグプレゼ
ント

子どもへのウィッグプレゼント事
業の運営体制構築

オンラインサロンとウィッグプレ
ゼントの関係性（お金の循環）を
組織内外へ見える化する。



メンター制度（一時的な寄り添い
だけでなく長期的な伴走支援）の
将来的な確立に向けた課題の整理

2025年度

就労支援 方針策定 コンセプトを整理（何のために、
誰に、いつ、何を、どこで、どの
ように）し、必要作業の洗い出し
と計画への落とし込み

2023年度 就労支援の目的、対象、背景にある課題など認識を揃える必要が
あります。
ヘアロス当事者の就労環境に問題を解消するため、ヘアロス当事
者がより輝く「場」を作ることを目的とするため、ヘアロス当事
者のウィッグカットに関する悩みを解消するため　等。 安井

居場所づくり 方針策定 コンセプトを整理（何のために、
誰に、いつ、何を、どこで、どの
ように）し、必要作業の洗い出し
と計画への落とし込み

2023年度

安井
定例化に向けた体制整備として、
必要な役割を洗い出し、誰がなに
をするのか決める

2023年1月中 高

1回目の調査、プレ調査を踏まえて
項目を追加・削除し内容決定。調
査票を作成する

2023年2月中

集計方法を改善（あれば）し、集
計する

2023年3月中

監修医師依頼（皮膚科医、児童精
神科医）調査実施

2023年4月中

原稿作成、写真、調査結果選定 2023年6月 外部ボラへ依頼

毛髪疾患サポートハンドブックへ
反映しPRする

2023年8月

調査と並行して、作業手順のマ
ニュアルを作る

2024年 中

3回目の実態調査の実施 マニュアルを元にルーティン化 中

講演資料をブラッシュアップする
（白書情報の反映、実施済み講演
会を受けての改善）

2023年1月中 高 印刷費（寄付
金助成金充
当）

教員向け講演優先推進。
美容師向け講演は土屋さん中心に実施先確保のうえハンドブック
を活用・実施

更なる実施先を確保 2023年2月～ 遠征費（寄付
金助成金充
当）

松岡さん・土屋さんの繋がりで実施先拡大。
新規開拓を以下手順にて実施
1)エリア選定 2)対象学校選定 3)HPにて電話番号確認 4)架電用
スクリプト作成 5)架電アポどり 6)取得アポへ土屋さんor松岡さ
ん同行、またはリモートにてプレゼン
※推進ポイントは松岡さんの教員経験則から判定

講演会実施 2023年 講師が現地参加できない場場所についてはリモートにて講演実
施。
現地訪問はASPJ他メンバにてサポート体制を組む。

2022年度実施イベントの振り返り 2023年1月中 高 良かった点、次回実施の課題を洗い出し主要メンバーで共通認識
をもつ。必要な役割・参画人数の目途をつける

23年度のイベント計画（アート2
回、ヘアロス1回）をすり合わせ

2023年1月中 実施場所の目途をつける。イベント内容・役割・参画人員決定。
前年に比べリソース・費用を削減、規模が小さくてもやることを
目指す

イベント計画を理事内共有 2023年2月中 理事

参画者を募る 2023年2月中 ASPJ関係者

各役割毎にタスク進行 2023年3月～

進行状況共有会の定期実施 2023年4月以
降2~4週に1回

各イベント実施

イベント終了後振り返りMTG イベント終了
後1か月以内

ハンドブックの作成 2023年夏には
本格配布でき
るよう、時期
を逆算して作
成

高 編集も依頼す
るか、印刷の
クオリティや
部数をどうす
るかなどによ
り変動 主に土屋さん

ハンドブックを活用した啓発活動
の計画（PR方法、配布場所など）

発行時期のメ
ドに依拠

ハンドブックを活用した啓発活動
の実施

同上

全国自治体での申請状況を調査す
る

一般社団法人チャーミングケアさんと一緒に調査予定（0603SG
打ち合わせ後のASPJからの回答.pptより）

提言先のターゲットリスト・優先
順位付けをする

提言書を作成する

広報活動の計画（提言タイミン
グ、キャンペーン立上げ、賛同者
募集など）を立てる

優先度高のターゲットに政策提言
をし反映につなげる活動をする

2023の事業費（各活動にどれくら
いの資金が必要か）の概算を試算
する

2023年1月中 高

主に土屋さん

2023の資金調達額の計画をたてる
（助成金、寄付などでそれぞれい
くらぐらい調達できそうか）。で
きればこれぐらい欲しいという額
と、最低限これぐらいは必要とい
う額の目安を決める。活動内容の
かたまりのうち、部分的に切り出
して助成金申請したりクラウド
ファンディングできそうなものが
ないか検討する

2023年1月中 高

資金調達の最低限の金額になった
場合の、活動の優先順位の目安を
つける（最低限やりたい活動・回
数などの目安を決める、資金が少
ない場合のやり方の工夫の仕方
（オンラインだけにする、スモー
ルスタートにするなど）を考え
る）

2023年1月中 高

安井

渡辺

渡辺

大島

大島

渡辺

新規

2回目の実態調査の実施

ヘアロス啓発イベント、アートイ
ベントの定期開催

ハンドブックの発行

ウィッグの補助金制度に関する政
策提言の実施

毛髪疾患サポー
トハンドブック

政策提言

基

盤

●23年夏にハン
ドブック配布開
始
●25年までに公
的支援拡大実現

啓発活動 現行

定期的な学校向け講演会の実施

●まずは助成金
を活用しつつ寄
付も積み上げ25
年まで認定NPO
目指す
●団結力アップ
と外部活用

資金調達・予算
管理

資金調
達

必要な資金規模・構成の確認

実態調査

メディアやイベ
ント露出

●学校教員向け
講演を軌道に
●実態調査・ヘ
アロス啓発イベ
ントを毎年実施

教育関係者・美
容師向け講演



認定NPO取得の自団体における目
的を明確にし、取得のためにクリ
アすべき条件を確認する。その条
件をふまえて資金調達の計画を見
直し、必要なら修正・調整する
（どんなタイプの助成金を獲得す
るのがよいか、寄付金を何人ぐら
いに、1人いくらぐらいが目安にな
るのかなど）

2023年1月中 高 認定取得の目的を改めて確認する。認定の取得・維持のために事
務作業が増大する一方、認定を取得しても寄付金の獲得が大幅に
容易になるわけではない（寄付金増のためだけに認定を取るのは
作業増に比して効果が少ない）。ただし自団体の法人税負担減や
高い公益性認定による社会的信頼増などのメリットはある。作業
負荷に耐えられる組織体力がついたタイミングで実施すべき。な
お目的次第では、まずは特例認定（設立日から5年以内の団体
は、PST免除で個人寄付への寄附金控除などの税制優遇獲得でき
る。特例認定期間は3年間（ちなみに認定は5年間））を取得する
というやり方もある
（https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/houjin/npo_houjin/ce
rtification/0000001150.html）。特例でなく認定目指すならPSTの
基準もターゲットを決める。いずれにしろ、都庁で事前相談が必
要なので予約して詳細を教えてもらってくる
（https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/houjin/npo_houjin/ce
rtification/0000001142.html）

令和四年度（2022/09-2023/08）の
活動計算書等を作成する

2023年1月中 高 土屋さん

2月と7月に活動計算書のその時点
までの実績（発生した収益および
費用）のおおよその額を集計し、
年度末までの金額に対する進捗状
況を確認する（資金調達に遅れが
出ていないか、予定以上の費用が
発生していないか、資金が不足し
そうであれば残りの活動内容やや
り方で工夫の余地はないかなど）

毎年2月中お
よび7月中

中

終了した年度の活動計算書等の実
績を集計し必要書類を作成する

毎年9月中 高 土屋さん

前年度の予算と実績の差額とその
理由を参考にしながら、次年度の
活動計算書等の予算を作成する

毎年10月中 高

年間の助成金申請計画を立てる 2023年2月中 中

効果的な助成金獲得プロセスを意
識して助成金申請を行う

次の助成金申
請のタイミン
グから開始

中 【参考】●助成金活用マニュアル（https://blog.canpan.info/c-
koza/img/E58AA9E68890E98791E6B4BBE794A8E3839EE3838
BE383A5E382A2E383AB_E697A5E69CACE8B2A1E59BA3E88
DBBE4B88A.pdf）　●助成金セミナー基礎編
（https://blog.canpan.info/c-
koza/img/E58AA9E68890E98791E382BBE3839FE3838AE383B
CE59FBAE7A48EE7B7A8_E697A5E69CACE8B2A1E59BA3E88
DBBE4B88A.pdf）

寄付協賛の実績リスト（寄付者名
簿）およびターゲット候補リスト
を整備する

2023年3月中 中

寄付者への御礼・報告プロセスを
定義し、実践する。やりながら改
善点があれば適宜見直し、うまく
運用が回るように工夫する

2023年３月中
に定義してト
ライ&エラー
を開始

高 【参考】組織的なファンドレイズとは？
（http://www.tvac.or.jp/attach/special/newpublic_nintei_33.pdf）

SNS発信やイベント等の活動の目
的に寄付募集の観点も加える（寄
付を呼びかける定期的なSNS投
稿、寄付集めのためのイベント開
催など）

2024年1月か
ら検討開始

中

認定NPO取得・維持に向けて必要
なステップ・作業の流れを確認す
る（適宜、都民生活部のNPO法人
担当にも詳細を相談・確認する）

2025年1月中 中

認定NPO取得・維持に必要な作業
を推進する体制をつくる（税理
士・公認会計士のプロボノ（申請
書類作成など）やサービスグラン
トなどのプロボノ（寄付管理など
の団体内部作業の設計）などの立
ち上げを支援してくれる人の確保
＋認定維持のために立ち上げ後の
ルーティン作業を担当する人の確
保）

2025年1月中 中 【参考】●東京ボランティア・市民活動センター　「認定」を目
指す・「認定更新」のNPO法人のための個別相談・専門相談
(2022年度）（https://www.tvac.or.jp/news/50024）　●サービスグ
ラント　ファンドレイジング支援プログラムの中の寄付管理
（https://www.servicegrant.or.jp/probono/support/type/support_fun
d/）

プロボノを中心に認定NPO取得に
向け必要な作業の計画を立て、実
行する。事務担当者が必要な作業
を将来的に担えるよう、プロボノ
からレクチャー・作業手順書の引
き継ぎなどを受ける

2025年末まで 中

事務局・各活動
チーム運営

事務局体制を整備し、各チームや
組織全体の情報共有のためのツー
ルや制度を検討・整備する。ま
た、各チームでの活動状況把握に
努めるとともに、各チームから事
務局への報告・連絡・相談のツー
ルや制度について検討・整備する

2023年中

各チームの状況把握やチームへの
方針を伝達するためのツールや制
度を整備・定着させながら、各活
動推進をチーム主体へと移行させ
る。また、チーム間や団体全体の
定期MTGを実施しながら、定期
MTG開催のあり方を改善・更新し
ていく

2024年以降

各活動担当者間での役割分担をす
る。そして、活動推進のための
ツールを整備する

2023年中

チーム内での定期MTGを実施し、
各役割の活動状況の共有のための
定期MTG（もしくは情報共有ツー
ルでの定期的な共有）のあり方を
改善・更新していく

随時

梶村

山野

山野

山野

組織運
営

事務局運営

各活動チーム運営

助成金申請助成金申請

寄付協賛開拓 寄付協賛開拓

認定NPO取得


